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第17回　定時社員総会　議事録
開 催 日 時　　令和７年５月30日（金）　14時00分
開 催 場 所　　KKRホテル東京　11F「丹頂」
総 社 員 数　　27名
出席社員数　　26名（うち、委任状出席９）
来　　　賓　　大木章弘 氏
　　　　　　　（経済産業省 製造産業局 素形材産業室）
　　　　　　　武藤心平 氏
　　　　　　　（経済産業省 製造産業局 素形材産業室）

●審議事項
第１号議案　令和６年度計算書類等の承認の件

議長の指示により、常務理事が資料に基づき令和６年
度収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産
目録、正味財産増減計算書（公益目的支出計画実施内
訳）、付属明細書（引当金明細）について説明した。

次いで、議長が監事に監査報告を求めたところ、監事
より令和６年度にかかる事業報告は法令及び定款に則り
正しく示しているほか、理事の職務執行に関する不正行
為、定款違反の事実はない旨、また、計算書類、その付
属明細書及び財産目録は、全ての重要な点において適正
に示している旨報告があった。

これについて議長が質問及び意見を求めたところ、満
場異議なく承認可決した。

●報告事項
１）令和６年度事業報告、公益目的支出計画実施報告の件

議長の指示により、常務理事が資料に基づき令和６年
度（自令和６年４月１日　至令和７年３月31日）におけ
る重点事業、協会活動、委員会活動及び会員の異動状況
を説明した。

引き続き、毎年内閣府に提出する令和６年度公益目的
事業計画実施報告について、資料に基づき、内閣府より
承認を得た公益目的事業にかかる収支差額、財産残額、
公益目的事業の実施状況等について説明した。

次いで、議長が監事に監査報告を求めたところ、監事
より令和６年度にかかる公益目的支出計画実施報告書
は、法令及び定款に従い、法人の公益目的支出計画の実
施の状況を適正に示している旨報告があった。

これについて議長が質問及び意見を求めたところ、異
議なく全員の確認を得た。

２）令和７年度事業計画、収支予算の件
議長の指示により、常務理事が資料に基づき令和７年

度事業計画にかかる重点事業及び主要会議体を説明した。
引き続き、資料に基づき、令和６年度収支実績及び令

和７年度事業計画を勘案して編成した令和７年度の収入
及び支出予算について、その内容を説明した。

これについて議長が質問及び意見を求めたところ、令
和７年度の賀詞交歓会の日程に関して質問があり、確認
の結果、以下の通り資料の訂正をお願いし、異議なく全
員の確認を得た。
（正）令和７年度の賀詞交歓会：令和８年１月22日（木）

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
講演会並びに交流会開催

総会終了後に、講演会並びに交流会を開催しました。
講演は、経済産業省 製造産業局 素形材産業室長 星野昌
志 様より『2025年版 素形材産業ビジョン』について講
演をいただき、45名が聴講しました。また、その後の交
流会にも皆様にご参加いただき、会場は大いに賑わいま
した。

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

MANYO

Tel 06-6458-0481

ビレットシャー　30TON～1300TON

フォージングロール　FR120～FR960

プレス　50TON～3000TON

アプセッター　200TON～2300TON
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□■□■□■□■□■□■□■□■　安全衛生環境委員会報告　■□■□■□■□■□■□■□■□

安全衛生環境委員会におきまして、応募総数326点（34社）の中から、以下の通り令和７年
度の安全衛生標語優秀作品を決定いたしました。

惜しくもこの度入選に漏れた方も、ぜひ来年もご応募くださいますようお待ちいたしてお
ります。

なお、安全衛生標語並びに労働災害実態調査結果のポスターを会員各位に送付いたします
ので、従業員の皆様の目に触れるところに掲示していただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、社名50音順）　

　トラブル時　止めたか　切ったか　動力源
　　　　　　　　　　　　　手を出す前に指差呼称
　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社イチタン　松 﨑 志 織

　　　　　　小さなうっかり　大きな代償　手順を守って安全作業　みんなで築く安全職場
株式会社イチタン　花 澤 裕 二

　　　　　　危険な作業を『しない』、『させない』、『見逃さない』、注意しあえる安全職場
株式会社イチタン　今 井 規 夫

　　　　　　あっ！と感じたその作業　勇気を出して報・連・相　そこから始まるゼロ災職場
大和商事株式会社　中 庭 輝 子

　　　　　　危険に対する知識と感度　高めて築く　職場の安全
東京精密鍛造株式会社　古宇田 一行

　　　　　　ヒヤリをヒヤリで終わらせず　すぐ対策　すぐ行動　安全第一　ゼロ災職場
株式会社明治製作所　岡 﨑 広 大

　
　　　　　　早くやるより正確に　急いでやるより確実に　ひと手間惜しまぬ作業こそ　ゼロ災害への道しるべ

アサヒフォージ株式会社　間　　浩 行
　　　　　　しない　させない　見過ごさない　みんなで守る　安全職場

岡田工業株式会社　大 森　　輝
　　　　　　ルールを守る・守らせる　一人ひとりが監督者　注意しあえる　大事な仲間

KAKUTAテックフォージング株式会社　山 上 陽 也
　　　　　　危険の放置は　みんなの責任　心を引き締め　安全確認　指差し呼称で　０災害

小林鍛工株式会社　片 上 徹 也
　　　　　　安全は働くみんなを守るもの　働くみんなでつくるもの　みんなで築く職場の安全

新発田鍛工株式会社　小 池 正 人
　　　　　　安全は人に頼るな！任せるな！　今一度　この目この手で再確認

同和鍛造株式会社　川 端 明 美
　　　　　　「やりにくい」感じたその時　即改善　明日に危険は持ち越すな

北陸工業株式会社　岩 﨑 元 紀
　　　　　　いつもの作業と過信せず　安全意識を常に持ち　皆で築こう　無災害職場

丸中鍛工株式会社　磯 貝 賢 二
　　　　　　一人ひとりが責任者　油断と過信は事故のもと　みんなでつくろう安全職場

株式会社峰山鉄工所　家 原　　勝
　　　　　　「あせり」と「だろう」は事故の元　注意一秒　怪我一生

八木工業株式会社　赤 尾 典 宏

佳作

令和７年度安全衛生標語優秀作品
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人材育成事業報告

◆�令和７年度鍛造マネージャー育成塾コース� �
「科目２ 鍛造品とその評価」実施

去る５月19日（月）－20日（火）に高度ポリテクセンター
（千葉県千葉市）において、「鍛造品とその評価」を
テーマに実施しました。１日目は、鍛造品の適用機能や
品質検査、部品軽量化への取組などの座学講義を行いま
した。

２日目は、実証実験として鍛流線と強度確認や衝撃、
引張り試験の実習を行いました。

その後、グループワークを行い、工程FMEAの作成
から不具合モードを洗い出し、故障やその原因、検査管
理方法を考察するディスカッションを行いました。

◆�令和７年度鍛工品製造業� �
実践型人材養成コース 開講

去る５月15日（木）－16日（金）に亀戸文化センター（東
京都江東区）において、受講生13名でスタートしました。

初日のオリエンテーションでは、はじめに高田専務理
事より挨拶があり、その後、ポリテクセンター福島 藤
村講師による現場改善力向上に関する特別講義が行われ
ました。

２日目は、大同大学名誉教授 小野講師による教科１
「鍛造の基礎知識」の講義が行われました。

◆�令和７年度 自社でできる設備保全� �
技術研修 開講

去る５月19日（月）－20日（火）に高度ポリテクセンター
（千葉県千葉市）において、５つの素形材団体から15社
22名の受講生にてスタートしました。

第１回の講義は「締結」をテーマに、グループ毎に工
具や減速機を用いた作業を行いながら、工具の正しい使
い方と応用方法、更にトラブル事例や対応方法を学びま
した。

◆�令和７年度鍛造設備保全マイスター育成塾� �
－柱Ⅲ－ 第１回 実施

去る５月22日（木）－23日（金）に株式会社ヤマナカゴー
キン（千葉県佐倉市）において、「センシング技術及び
IoT、AIの適用」をテーマに第１回を実施しました。１
日目は、鍛造現場のスマート化をテーマに、DXの最新
事例や設備可視化に向けたセンシング技術の活用、今後
の設備開発の展望について紹介し、鍛造工程全体の効率
化と高度化に向けた動向を学びました。

２日目は、センサーやモニタリング技術を活用した工
程の可視化や異常検知の手法について実技を交えて学
び、現場のDX化に向けた具体的な課題と対応策を検討
しました。あわせて、工場見学を通じて可視化・DXの
実例理解を深めました。
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市場調査委員会報告 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆
受注見通し調査結果

（令和７年４月－６月期）
■調査対象企業数　143社
■回答社数　　　　 34社（回答率23.7%）

◯自動車向け◯
 ★横ばい：10社
【増加】� ７ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 2 3 1 − − − −
自 由 鍛 造 − − − − − − 1
リング鍛造 − − − − − − −
併　　　業 − − − − − − −
合　　　計 2 3 1 − − − 1

要因：・�主要顧客向けの需要が増加。
　　　・BEV低迷によるガソリンエンジンの延命。
　　　・自動車メーカー生産台数増。
　　　・新規部品の生産量が増加。
【減少】� ９ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 1 3 − 2 − − 1

自 由 鍛 造 − − − − 1 − −

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 − 1 − − − − −

合　　　計 1 4 − 2 1 − 1

要因：・設備撤去のよる追込み生産終了のため。
　　　・乗用車用部品の減少。
　　　・�某自動車メーカーを中心に販売低迷を受けて需

要減。
　　　・車両EOP。
　　　・エンジン認証問題による需要減続く。
　　　・自動車関係の新規案件減少。

◯産業機械・土木建設機械向け◯
 ★横ばい：８社
【増加】� ４ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 3 − − 1 − − −
自 由 鍛 造 − − − − − − −
リング鍛造 − − − − − − −
併　　　業 − − − − − − −
合　　　計 3 − − 1 − − −

要因：・需要が底打ちした。
　　　・建機底打ちも、北米関税で今後は不透明。
　　　・突発的な案件があり増加。
【減少】� 13 （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − − 2 1 1 − 5

自 由 鍛 造 − − 1 − 1 − −

リング鍛造 − 1 − − − − −

併　　　業 − − 1 − − − −

合　　　計 − 1 4 1 2 − 5

要因：・2024年同様で回復は見込めない状況。
　　　・�油圧シャベルの需要減と海外からの部品調達が

進んだため。
　　　・国内中小型が減少。
　　　・�建機は昨年７月より在庫調整が続く（中国の景

気減速）。
　　　・�工作機械向け増加を大型部品の需要減が上回る。
　　　・海外向けが低調。
　　　・�複合的な影響により得意先一部拠点で在庫過多。
　　　・建機需要減に伴う産機メーカー向け減。

◯輸送機械向け需要量◯
 ★横ばい：８社
【増加】� ５ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − 1 1 − − 1 −
自 由 鍛 造 1 − − − − − −
リング鍛造 − − − − − − −
併　　　業 1 − − − − − −
合　　　計 2 1 1 − − 1 −

要因：・�フォークリフト部品の在庫調整が終了に近づい
ている。

　　　・�値上がり前の駆け込み需要が大きい。産業全体
での需要は低下傾向。

　　　・航空機向けが微増。
　　　・�トラックOEMから一時的な応援受注があった

ため。
【減少】� ６ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − − 1 − − 2 1

自 由 鍛 造 − 1 − − − − 1

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 − − − − − − −

合　　　計 − 1 1 − − 2 2

要因：・小型船舶向け需要の減少。

◯その他向け◯
 ★横ばい：７社
【増加】� ８ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 1 2 2 − − − −
自 由 鍛 造 − − − − 1 − 1
リング鍛造 1 − − − 1 − −
併　　　業 − − − − − − −
合　　　計 1 2 2 − 2 − 1

要因：・重電向け増加。
　　　・�北海道新幹線延伸のレール用部品を新規受注

増。
　　　・在庫調整が一段落したと思われる。
　　　・半導体スパッタリング伸長。
　　　・建設関係が若干回復傾向。
　　　・新規案件があり増加。
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委員会開催報告� ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

■安全衛生環境委員会
　①第36回
　開催日：５月８日（木）10：00 ～
　会　場：Web開催
　【議題】
　　１．2025年度委員会活動計画について
　②第37回
　開催日：６月６日（金）14：00 ～
　会　場：日本鍛造協会　会議室
　【議題】
　　１．委員会社の安全活動紹介
　　２．イチオシ安全活動について
　　３．企業訪問について
　　４．安全の啓蒙活動について
■市場調査委員会
　開催日：５月13日（火）14：30 ～
　会　場：安保ホール
　【議題】
　　１．各社よりの状況報告
■総合企画委員会
　開催日：５月20日（火）10：30 ～
　会　場：Web開催
　【議題】
　　１．R７年度常設委員会計画報告
　　２．情報交換

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

●行政より【減少】� ９ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − − − 1 1 1 3

自 由 鍛 造 − − − − − − 1

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 1 − 1 − − − −

合　　　計 1 − 1 1 1 1 4

要因：・�半導体製品在庫過多で受注ストップ。能登地震
復旧遅れ受注ストップ。

　　　・半導体製造装置の配管部品、在庫調整が続く。
　　　・鉄道海外向け入札遅延による減少。
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